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的な特性を導き出したものであり， 8 章より構成されている D





















第 8 章では，本研究で得られた主な結論をまとめ，今後の課題について述べている o
論文審査の結果の要旨
軟質地盤上の構造物の耐震解析においては，構造物と周辺地盤の動的相互作用を適切に評価することが重要となるo
しかるに構造物・地盤連成系の動的相互作用解析は一般に振動数領域で行われており，その結果を時間領域での非定
常地震応答解析に用いることは困難で，何らかの変換手法が必要となる。
本論文は，弾性波動論により基礎と地盤の境界面上で得られた振動数領域のインピーダンス関数を変換して，物理
的因果条件を満足する時間関数で表わす手法を提案するとともに，これを用いて地盤との相互作用を考慮した構造物
系の地震応答解析結果を示している。得られた成果を要約すれば次の通りである。
(1) 物理的因果条件を満足する級数展開式で振動数の関数である相互作用系のインピーダンス関数を表わすとともに，
そのフーリエ逆変換から時間関数を解析的に表現している o
(2) 有限な振動数領域の既知インピーダンス関数を用いて，未定展開係数を最小自乗法により精度良く求めている o
(3) 連成系の相互作用表現を用いた非定常応答解析を逐次数値積分演算により実施するための定式化を示している o
(4) 構造物・地盤連成系の地震応答解析結果を示し，地盤との相互作用が構造物応答に及ぼす影響を定量的に明らか
にしている。
以上のように本論文は，構造物と地盤との動的相互作用効果を時間領域で適切に評価する手法を示したものであり，
建築耐震工学の発展に寄与するところが大きい。よって本研究は，博士論文として価値あるものと認める。
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